
 

 

 

   第 3 号 平成 30 年 1 月発行 

第 3 号となる下関市彦島地域包括支援センター通信では、平成 29 年 11 月 26 日
に開催した「徘徊者捜索声掛け模擬訓練 in 迫町」の様子をお伝えします。また、裏
面では、認知症高齢者を地域で支えるための支援をご紹介します。 
 

①徘徊者捜索声掛け模擬訓練とは？ 
 

認知症高齢者が行方不明になったことを想定し、徘徊役が設定された地区内を歩行
します。参加者は行方不明者情報を確認し、グループ毎に徘徊高齢者の「捜索・声掛
け・連絡（通報訓練）」を実際に行い訓練します。 
超高齢社会を迎えた今、高齢者の 4 人に 1 人の割合で認知症の症状があると言われ
ています。地域ぐるみでの高齢者の見守り活動が不可欠であるため、地域の皆さんが
認知症高齢者への接し方等を学ぶ機会になればと「徘徊者捜索声掛け模擬訓練」を実
施しています。 
 

②当日の様子をご紹介 
 

晴天に恵まれ、迫町の地区住民の方々を中心に約 40 名の参加がありました。 
グループ毎に５つの地区に分かれ、実際に町中を徘徊する人への声掛けを行いまし
た。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
来年度も「徘徊者捜索声掛け模擬訓練」を実施予定です。 
お近くで開催の際はぜひご参加ください！ 

下関市彦島地域包括支援センター通信 

認知症サポーター養成講座も同時に開催。認知症サポー
ターの証（オレンジリング）も配布しました。 

 

実際に町中で声掛け
を実施。 

どうかされましたか？ 

（声掛けチェックリスト

で確認しながら・・・） 

うちの旦那はどこに

行ったんやろうか？ 



下関市では徘徊の恐れのある高齢者の見守り支援のために「位置情報サービスによ
る見守り支援」を行っています。また、認知症高齢者の徘徊を早期発見するため「認
知症高齢者サポーターメール」を配信、彦島地域包括支援センターでは「徘徊高齢者
準備シート」の作成を行っています。 
 

①位置情報サービスによる見守り 
 

位置情報サービスは、位置検索を目的とした小型のＧＰＳ端末を「見守られる方」
に装着・携帯して頂き、「見守る方」は携帯電話・スマートフォン・タブレット・
ＰＣで、何時でもどこでも位置情報を簡単に検索できるサービ
スです。 
下関市では、認知症を持ち、徘徊のおそれのある高齢者等の安
全確保や家族等の身体的・精神的負担の軽減を図り、家族等が
安心して介護できる環境づくりのため、平成２９年８月から見
守り支援機器の購入費補助や機器を活用した見守りへの協力を
行っています。 
 

②認知症高齢者サポーターメール 
 
下関市では認知症による徘徊高齢者の早期発見・保護に協力するため、メール登録
者からの情報提供をお願いする「認知症高齢者サポーターメール」を配信していま
す。登録料・情報料は無料ですが、メール受信料が発生します。利用規約を必ず読
んでから登録してください。 
【登録方法】 
登録・変更用アドレス bousai-shimonoseki@xpressmail.jp へ空メールを送信
すると、登録・変更用メールが届きます。メールに従って登録を行ってください。 
【問い合わせ先】下関市長寿支援課：電話 231-1340 
 

③徘徊高齢者準備シート作成 
 
彦島地域包括支援センターでは徘徊の恐れのある高齢者を把握し、関係機関（介護
事業所や警察等）との連絡、行方不明時捜索のための情報提供、認知症高齢者サポ
ーターメールでの情報配信を行うため、「徘徊高齢者準備シート」を作成していま
す。認知症に関してその他のご相談もお受けしています。 
 

営 業 日：月曜日～土曜日（祝日は休み） 

営業時間：8時 30分～17時 15分 

担当区域：彦島全域・六連島 
お問い合わせはこ
ちらまで。お待ち
しています。 
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